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２/19 

（日） 

２
月

日
に
、
宮
川
公
民
館
に

お
い
て
２
年
ぶ
り
に
か
る
た
（
百
人

一
首
）
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

宮
川
地
区
で
は
令
和
元
年
度
に

二
十
数
年
間
途
絶
え
て
い
た
「
か
る

た
大
会
」
が
復
活
し
、
翌
令
和
２
年

度
も
継
続
し
て
開
催
さ
れ
て
定
着

化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。 

し
か
し
、
昨
年
令
和
３
年
度
か
ら

子
ど
も
会
主
催
行
事
と
し
て
開
催

予
定
す
る
も
、
コ
ロ
ナ
禍
と
な
り
残

念
な
が
ら
開
催
を
見
送
り
ま
し
た
。 

２
年
ぶ
り
の
か
る
た
大
会
に
、
２

年
生
か
ら
４
年
生
ま
で
６
人
の
児

童
が
参
加
し
ま
し
た
。
か
る
た
を
初

め
て
体
験
す
る
児
童
も
お
り
、
小
浜

市
カ
ル
タ
協
会
「
沖
の
石
」
様
に
お 

花のさと  まほろばのさと 

まちづくり協議会だより 

発行所：宮川公民館  〒917-0223 

福井県小浜市加茂2-17-2 

電 話 0770-57-1201 

F A X 0770-57-1990 

令和５年１月３１日現在（前月比） 

２５１軒（±０） 

６６８人（－１） 

男３２０人（±０）女３４８人（－１） 

「沖の石」の皆さんの指導よる練習風景。 
▲かるたは「礼に始まり礼に終わる」 
▼基本的なことからしっかりと学びました。 世

話
に
な
り
、
日
曜
日
ご
と
計
３
回

の
練
習
を
重
ね
て
大
会
に
臨
み
ま

し
た
。
思
考
が
柔
軟
な
児
童
の
上
達

は
目
ま
ぐ
る
し
く
、
わ
か
り
や
す
い

丁
寧
な
指
導
の
お
か
げ
で
大
会
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

試
合
は
宮
川
ル
ー
ル
、
計
４
０
枚

の
札
で
お
こ
な
い
、
２
人
で
１
チ
ー

ム
に
な
り
「
み
」「
や
」「
川
」
３
チ

ー
ム
の
リ
ー
グ
戦
を
展
開
し
ま
し

た
。
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か
り
の
宮
川

っ
子
た
ち
は
み
ん
な
頑
張
り
屋
さ

ん
で
、
良
い
指
導
者
に
恵
ま
れ
て
た

く
さ
ん
の
学
び
が
体
験
で
き
た
と

思
い
ま
す
。 

来
年
も
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

▲福井県でも５人しかいないＡ級公認読手(どくしゅ)＝札を読みあげる人・北村久美子さんの 
 美しい読唱で競い合う、贅沢で貴重な体験ができました。ご指導くださった「沖の石」の 
皆さま、サポートくださった皆さまありがとうございました。 
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2/6 

(月) 

豊作祈願口上の儀  

左から 氏子総代長・前野 伸吉さん 代表区長・前野 勝哉さん  保存会長・前野 紘一さん 

加
茂
神
社 

上
の
宮 

オ
イ
ケ
モ
ノ
神
事 

物実の芽立ち良し「今年も豊作間違いなし」 
ものざね 

オ
イ
ケ
モ
ノ
（
芽
立
ち
）
神
事
と
は 

 

旧
暦
の
１
月

日
に
営
ま
れ
て
い
る
。

古
来
８
世
紀
・
平
安
時
代
（
１
３
０
０
年

超
前
）
か
ら
続
く
全
国
的
に
も
珍
し
い
貴

重
な
民
俗
行
事
。 

７
種
類
の
物
実
（
も
の
ざ
ね
）
を
地
中

に
１
年
間
埋
め
て
、
木
の
実
の
発
芽
状
態

で
そ
の
年
の
作
柄
を
占
う
も
の
。 

【
保
存
会
発
行
の
神
事
録
を
参
考
】 

神 

事 

日 

程 
 

一
．
社
務
所
に
て
「
種
入
れ
の
儀
」 

一
．
舞
堂
拝
殿
に
て
「
御
幣
振
り
の
儀
」「
祝
杯
の
儀
」 

一
．
上
の
宮
道
中
に
て
第
一
回
目
の
「
弓
打
ち
の
儀
」 

一
．
上
の
宮
道
中
に
て
「
大
声
叫
び
の
儀
」 

一
．
上
の
宮
に
て
「
一
同
御
神
酒
杯
」「
百
万
石
」
餅
花
ま
き 

 

  
 
 
 
   

第
二
回
目
の
「
弓
打
ち
の
儀
」 

一
．
御
神
木
前
に
て
「
一
同
拝
礼
」 

 
  

 

「
旧
埋
納
箱
取
起
し
の
儀
」「
新
埋
納
箱
埋
納
の
儀
」 

一
． 

社
務
所
に
て
「
豊
作
祈
願
口
上
の
儀
」 

種入れの儀 

上段左から牛の舌餅・干し柿 
カヤの実・ドングリ 

下段左からトコロイモ・クリ 
シイの実・ギンナン 

▲ 新埋納箱埋納の儀 ▲ 旧埋納箱取起しの儀 

木
漏
れ
日
が
さ
す
静
寂
の
中 

上
の
宮
欅
の
御
神
木
前
に
お
い
て 

▲ 酒杯の儀 

無
形
民
俗
文
化
財 

小
浜
市
指
定 

平
成
三
年
二
月
二
十
日 

福
井
県
指
定 

平
成
六
年
五
月
二
十
日 

国
選
択
指
定 

平
成
十
九
年
三
月
七
日 

旧
暦
の
１
月

日
に
あ
た
る
こ
の

日
青
空
の
下
、
加
茂
区
・
加
茂
神
社
の
氏

子
に
よ
る
「
上
の
宮
オ
イ
ケ
モ
ノ
神
事
」

が
厳
か
に
滞
り
な
く
営
ま
れ
ま
し
た
。 

感
染
症
対
策
が
図
ら
れ
、
最
小
限
の

人
数
で
、
一
部
の
神
事
が
簡
略
化
さ
れ

ま
し
た
。
関
係
者
の
皆
さ
ま
お
疲
れ
様

で
し
た
。 

▼
下
記
神
事
日
程
参
照
▼ 

拡大 

 

７
種
の
物
実

を
「
牛
の
舌
餅
」

で
挟
み
木
箱
に

納
め
る 

 

舞
堂
拝
殿
に
お
い
て 

烏
帽
子
姿
で
神
事
を
務
め
た
山
本 

桔
平
さ
ん 

▲ 御幣振りの儀 
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2/5 

(日) 

オ
イ
ケ
モ
ノ
神
事 

 

御
供
餅
「
牛
の
舌
」
作
り 

ば
れ
る
と
、
小
餅
に
し
て
配

り
ま
す
。
皆
さ
ん
慣
れ
た
手

つ
き
で
小
餅
を
ち
ぎ
り
、
棒

で
伸
ば
し
な
が
ら
次
々
と

「
牛
の
舌
餅
」
が
作
ら
れ
て

麹
箱
に
入
れ
ら
れ
ま
す
。 

作
業
の
横
で
は
出
来
上
が

っ
た
「
牛
の
舌
餅
」
を
整
列

し
、
上
下
に
返
し
て
丁
寧
に

仕
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

大
切
に
伝
承
し
守
る
姿
と

手
作
り
の
「
牛
の
舌
餅
」
に

神
様
も
お
喜
び
で
し
ょ
う
。 

神
事
終
了
後
は
氏
子
に
配

ら
れ
ま
し
た
。
取
材
側
に
も

配
慮
し
て
く
だ
さ
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

昨
年
初
め
て
「
オ
イ
ケ
モ

ノ
神
事
」
の
取
材
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
後
、
あ
り
が
た

い
「
牛
の
舌
餅
」
を
頂
戴
し

ま
し
た
。
前
日
、
社
務
所
内

で
氏
子
当
番
の
皆
さ
ん
が

作
ら
れ
る
「
牛
の
舌
餅
」。

今
年
は
ぜ
ひ
と
も
作
業
を

見
た
い
と
思
い
、
お
邪
魔
し

ま
し
た
。 

神
事
に
は
欠
か
せ
な
い

大
切
な
お
餅
、
準
備
し
た
６

升
の
も
ち
米
は
２
升
ず
つ

蒸
さ
れ
、
持
参
し
た
餅
つ
き

機
で
こ
ね
ら
れ
ま
す
。
最
初

に
お
鏡
餅
が
作
ら
れ
、
次
に

「
牛
の
舌
餅
」
作
り
。
つ
き

た
て
の
餅
が
作
業
台
に
運 

 

 

▼ 短歌をお寄せくださいました。季節や情景、思いをくみ取ってくださると幸いです。 

①   ②  ③ 
▲ 2/14  9：20頃 加茂区にて  

加茂区 T・Tさん撮影  

素晴らしいアングル！ 

足環バッチリ！どこで生まれ 

たか、スマホで簡単に確認 

できるアプリがありますよ。 

①          ②            ③ 

紅
梅

こ
う
ば
い

の 

蕾
つ
ぼ
み

やよ

うう

や
く 

膨
ら
み

ふ
く
ら
み

て 

         

小
躍
り

こ
お
ど
り

し
た
き 

春は
る

の
足
音

あ
し
お
と Ｋ

・Ｎ 

白
き

し
ろ
き

も
の 

天て
ん

よ
り
あ
ま
た 

降
り

ふ

り

来
た
り

き

た

り 

去
年

こ

ぞ

の

行
お
こ
な

ひい 

洗あ
ら

ひい

流
す

な
が
す

如ご
と 

Ｋ
・Ｎ 

窓ま
ど

の
外そ

と 

ぱ
っ
と
輝
く

か
が
や
く

月
明
り

つ
き
あ
か
り 

明
日

あ

す

は
満
月

ま
ん
げ
つ 

田
ん
ぼ

た

ん

ぼ

を
照
ら
す

て

ら

す 

Ⅰ

・Ｋ 

手
作
り

て
づ
く
り

の 

小
物
作
り

こ
も
の
つ
く
り

て
配
る

く
ば
る

と
か 

        

気
比

け

ひ

さ
ん
参ま

い
り
し 

婦
人
笑

ふ
じ
ん
わ
ら

へ
り

え
り 

Ｉ
・Ｋ 

1/29国富地区に2年連続

で営巣したペアが帰って 

きました。 

他にも宮川地区では 

2/13 12：20頃  

本保区にて 

 2/17 14：30頃 

  大谷区にペアが飛来 

3年連続のヒナ誕生が期待 

されます。 

優しく見守りましょう！ 
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2 日(木) 宮川みんなで元気教室 

午後 1 時 30 分～宮川公民館・会議室 

5 日(日) いずみの会「生け花教室」 

11 日(土) 「美やが和子ども図書」開放日 

12 日(日) 春を感じる寄せ植え教室 

10：00～宮川ふるさと館・体育館 

14 日(火) 小浜美郷小学校 卒業証書授与式 

14 日(火) すこやかクラブ(100 歳体操)定例日 

10：00～宮川公民館・会議室 

16 日(木) 宮川みんなで元気教室 

 24 日(金) 宮川保育園 卒園式 

 24 日(金) 小浜美郷小学校・修了式 

26 日(日) 「美やが和子ども図書」開放日 
 

以下は 2/21 現在開催が未定です。 

  ＊新旧区長・運審・まち協公民館合同会議 

＊いずみの会役員会 

6 日(月)、13 日(月) 

19 日(第 3(日)・家庭の日）、20 日(月) 

21 日(火・春分の日)、27 日(月) 

美やが和子ども図書 M司書 おすすめ本 

寿命図鑑     

やまぐち かおり【絵】   いろは出版【編著】      

「みんな、いつか、死んでしまう」 

13カテゴリー（動物/海の生き物/鳥/昆虫/植物/食べ物/

モノ/機械/日本人/世界の人/からだ/建築物/天体）にわ

けて、324個の寿命とそれにまつわるエピソードを、やまぐ

ちかおりさんの“ゆるかわ”なイラストを使って説明した絵

本のようなかわいい図鑑です。 

編集者：川北亜紀さんのおもしろくてわかりやすい解説と

“豆知識”は、新しい発見がいっぱい。 

M司書のオススメは食べ物と天体の寿命。 

日常的な食べ物の鮮度や旨味を保つ方法は、なるほどと

役立つこともいっぱい。非日常的な天体の計り知れない年

月を想像して、宇宙は神秘的で偉大だと感じました。 

「寿命」というテーマをもとに、いろいろなものに 

興味をもてるきっかけになる1冊だと思います。 

老若男女のみなさまに 

読んでいただきたい１冊です。 

公民館学級講座 共催：宮川まちづくり協議会 

    心を和ませてくれる花たちで 

“寄せ植え”を楽しみましょう！ 

講 師：日本フラワーデザイナー協会本部講師 

松川 知香子さん 

日 時：令和５年３月1２日 (日) 午前10 時～ 

場 所：宮川ふるさと館・体育館 

参加費：1,500 円(鉢・土・苗代含む) 

    ＊まちづくり協議会から一部補助＊ 

定 員：先着15 名様 

申込締切日 ３月5 日(日) 

  お申し込みはお電話で  

宮川公民館 ☎５７－１２０１ 

＊詳細はチラシをご確認ください＊ 

先月１月号から３回に分けてご案内 

４月から「公民館」は 

「コミュニティーセンター」に 

生まれ変わります！ その２ 
 

令和５年４月から「宮川公民館」を 

「宮川コミュニティセンター」として、社会教育に 

加えて、まちづくりの拠点であることを明確化します。 
 

Ｑ. コミュニティセンターになると、利用料がかかる 

のですか？ 

Ａ.  各部屋に使用料を設定し、有料で貸館をおこない 

ますが、現在利用されている地区の団体やサークル

などは、原則これまでどおり無料で利用できます。 
 

Ｑ. コミュニティセンターになって施設に変わることが 

ありますか？ 

 Ａ.  コミュニティセンター化に併せて、４月から施設で 

       Wi-Fi を利用できるように準備しています。 

    オンラインを利用して、これまでできなかった 

使い方ができるようになる予定ですので、 

ぜひご活用ください。 
 

＊その他＊４月から名称が一部変更となります。 

公民館長はセンター長に（主事 2 名は変更無し） 

公民館運営審議会はコミュニティセンター運営審議会に 

社会教育法規定から地方自治法に基づいた新規定となります。 


